
株式会社スギノマシン(富山県滑川
市、社長：杉野 良暁氏)は、最大6本
の主軸(※1)を有する大型部品加工機
「GIGAFEEDER(ギガフィーダ)」を開
発した。EV(電気自動車)の部品で使用
されている、アルミフレーム部品やバッ
テリートレイの加工に適している。
GIGAFEEDERは、同社製ドリリング・

タッピングユニット「SELFEEDER(セ
ルフィーダ)」をベースとした主軸を
最大6本搭載可能な大型部品加工機。
#30ツールのATC(※2)が可能で、それ
ぞれがXYZの移動軸を保有している。
同機1台で、穴あけやタップ加工だけ
でなく、カッタやエンドミルを用いた
フライス加工まで行うことができる。
同機は広い加工エリアが特長で、ア

ルミバンパーやシャシー、バッテリー
トレイといった大柄なEV部品の切削
を、省スペースで行うことができる。
生産性の向上と設備投資費の抑制をま
とめて実現できる。

近年、自動車メーカー各社は、環境

問題や持続可能な社会の実現に向け、
ガソリン車に代わる次世代クルマづく
りに舵を切るメーカーが増えている。
その最たるものがEV(電気自動車)で、
ガソリン車並みの航続距離を確保する
ことが求められている。
航続距離を伸ばすためには車体の軽

量化が必須で、EV部品には、従来の
ガソリン車にはなかった新たな材質の
構成部品が増えている。中でも特徴的
なのがメガ(ギガ)キャスティングと呼
ばれる大型アルミダイカスト部品で、
大型アルミダイカスト部品は、寸法的
には大柄だがアルミを使用しているた
め軽く、見た目に反して軽切削で作ら
れる。部品が大きいことから、大型ア
ルミ部品の加工現場では、部品サイズ
に伴って加工設備本体が大きくなり、
従来に比べ工場のスペースを占領する、
車体構造部品のため加工精度はそれほ
ど厳しくなく、また軽切削や穴あけ・
タップ加工が中心であるが、新しい部
品であるため、専用の加工設備が少な
いなどの課題を抱えている。
スギノマシンはこれらの背景から、

EV部品の加工に十分な加工能力を持
ちながら省スペースで、単位面積当た
りの生産性が高い加工機を目指し、今
回、新製品の「GIGAFEEDER(ギガフィー
ダ)」を開発した。

■大型EV部品に応える広い加工エリ
ア確保
GIGAFEEDERは、水平方向の主軸4

本を標準搭載。各軸ともX軸1,850㎜、
Y軸1,450㎜、Z軸350㎜のストローク
を持ち、大型EV部品の加工に十分な
ストロークを確保している。
X軸・Y軸の送りにはラックアンド

ピニオン機構(※3)を採用することで
ロングストロークを可能とし、同時に
高速搬送・高加減速にも対応する。
■横型MC同様の機械構成で省スペー
スを実現
GIGAFEEDERは、横型マシニングセ

ンタと同様の機械構成で、ワークを縦
置きして加工を行う。ワークを横置き
して加工する必要がある大型マシニン
グセンタに比べ、装置本体の設置スペー
スが圧倒的に小さくなり、ラインの省
スペース化を実現する。
■最大6本主軸の同時加工で加工時間
を大幅に短縮
同機は装置1台(1モジュール)当たり、

最大6本の主軸を搭載可能。それぞれ
が別々のプログラムで同時に加工を行
うため、加工時間を大幅短縮できる。
また、インデックス方式(図1)のよ

うに複数のモジュールを組み合わせる
ことで、6本以上の同時加工も行える。
例えば主軸6本のGIGAFEEDERを3台
並べることで、18本の主軸による同時
加工が実現可能で、サイクルタイムを
圧倒的に短くすることができる。
さらに、各主軸はATCマガジンを搭

載しており、各11本、最大66本のツー
ルを搭載可能。ドリル加工、タップ加
工、フライス加工など、マシニングセ
ンタ同等のフレキシブルな加工が行え
る。
■モジュール化により顧客に最適なラ
インレイアウトを提供
GIGAFEEDERはモジュール構成が可

能で、顧客の要求サイクルタイムや搬

送システム、工場内のレイアウトに合
わせた最適なラインを提供可能。また、
将来生産する部品が変わっても、モジュー
ル単位で組み合わせし直すことが可能
で、装置を転用しやすく流動性の高い
装置になっている。

スギノマシンは、2023年10月18日
(水)～10月21日(土)の4日間、ポート
メッセなごや(愛知県名古屋市)で開催
されるメカトロテックジャパン2023
にGIGAFEEDERの実機を出展予定して
いる。

■用語の補足
◇※1：最大6本の主軸
主軸は、標準4本(水平方向)+オプショ
ン2本(鉛直方向)の計6本搭載可能。

◇※2：ATC(Automatic Tool Changer)
工作機械の主軸に装着されているツー
ルと、ツールマガジンに搭載されて
いる予備の工具を、自動で交換する
自動工具交換装置。

◇※3：ラックアンドピニオン機構
歯車の一種で、回転力を直線の動き
に変換するもの。ピニオンとよばれ
る小口径の円形歯車と、平板状の棒
に歯切りを付けたラックを組み合わ
せたもの。ピニオンに回転力を加え
ると、ラックが水平方向に動く。

(※資料提供：スギノマシン)
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EV車のアルミフレーム部品やバッテリートレイ加工に最適
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■スギノマシンURL→ https://www.sugino.com/

穴あけやタップ加工
フライス加工が可能 GIGAFEEDERの特長

自動車業界の現状
装置開発の背景


